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地方活性化と自治体のエネルギー施策
三浦　井筒さんは村楽エナジーとい

う会社を立ち上げて、岡山県の西粟

倉村で薪のボイラーを使った熱供給

を 2 件やられています。全て単体の

施設を対象にしたものですが、あれ

らは村の施策があって取り組まれて

いることで、地方の活性化を目標の

一つにしている。西粟倉村ではいつ

からそのような木質バイオマス活用、

エネルギー施策を始めたのですか。

井筒　まず、西粟倉村では、2004

年に近隣の自治体と合併しない選択

をしたということがあります。それ

で自立の道を探った結果、やはり自

分たちには山しかないということで、

2008 年に「百年の森
も り

林構想」とい

う施策をつくりました。その中心は
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林業の活性化、木材加工品の開発・

販売の 2 つで、そのうちに、角材や

合板には適しないし、活用も進んで

いなかった C 材を使って、エネル

ギー施策もやれないかということに

なり、木質バイオマスの活用に取り

組むようになりました。その後、小

水力発電や太陽光発電も施策に加わ

って、2014 年度から実際にそれぞ

れの導入が始まったという経緯です。

三浦　井筒さんが西粟倉村のエネル

ギー施策に関わり始めたのはいつ頃

だったんですか。

井筒　僕は 2013 年度からです。具

体的に C 材をどういうふうに熱エ

ネルギーとして利用するかと検討が

始まった時に、コンサルタントとし

て入りました。それで提案したのは、

木質チップなどに加工して使うので

はなく、薪のまま使うということで

した。ちょうど 2012 年度あたりか

ら、性能がよい薪ボイラーが登場し

ていたので提案したのですが、皆さ

んが強く関心を持たれて、視察など

も実施したりして、自治体の中に薪

ボイラーはいいという共通認識がで

きていったという感じです。

三浦　薪のまま使うメリットという

のは、どのように考えていますか。

井筒　やはり日本のチップ、ペレッ

トの欠点は、ヨーロッパと違って単

価が高い。チップについては乾燥さ

せる技術など、色々と課題があると

思っていたのです。

　薪であれば、薪割り機も 1 台 80

万円程度ですし、すごく安く木質バ

イオマスが活用できるようになると

思いました。イニシャルコストが低

ければ、水平展開もしやすいです。

　NPO 土佐の森・救援隊の「木の

駅プロジェクト」のような自伐型林

業という手法と安価な薪ボイラーを

組み合わせることで、林業活性化と

薪ボイラー普及という両方のソリュ

―ションになると思いました。

小さな熱負荷でも地域熱供給を
三浦　西粟倉村では地域熱供給（地

域冷暖房）導入の話も始まっている

そうですね。

井筒　今年のうちに実施設計に入り

ます。熱供給システムの設計に僕は

関わっていないのですが、2018 年

に村役場を建て替えるので、それに

合わせて周辺の公共施設も含めて供

給する計画です。

三浦　山形県の最上町では、比較的

大きなチップボイラーを入れて、病

院や老人保健施設などの公共施設に

地域熱供給をやっています。今、建

設中の 23 戸の集合住宅に向けても

熱の供給ができるように工事をして

いて、チップ、ペレット兼用のボイ

ラーが 2 台、薪ボイラーが 1 台の体

制で供給する予定です。

　そういう住宅数軒の小さな地域熱

供給は、都会の感覚ではまず考えら

れないですが、ヨーロッパに行って

みると、小さな集落でも地域熱供給

が結構やられています。ですので、

小さくても、ある程度の熱負荷があ

れば、日本でもやれるところはある

と思っています。

井筒　デンマークやオーストリアの

地域熱供給は、住宅に供給をしなが

ら、事業化ができていますね。

　やはり個人宅にも供給していかな

いと、地域熱供給は広まっていかな

いように思っています。西粟倉村も

業務用だけではなく、本当は家庭用

としても供給をする中で事業として

成立できたらいいんですよね。

三浦　オーストリアの小さな集落な

どでやられている地域熱供給は、コ

ミュニティが主体となっているので、

みんなで話し合いの中で説得もしつ

つ、徐々に導管をつないでいくとい

うことも見られます。
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井筒　日本でも、自治会などの地域

レベルで考えられるといいですね。

行政主導ではなくて、自治会長さん

などが「みんなでやろう」と先導す

るようなやり方はいいと思います。

三浦　そういう合意形成は、都会で

地域熱供給をやる場合も当然必要に

なってきますよね。企業のビルがつ

なぐかどうかは、相談、交渉、契約

といった作業があって、そこが手間

がかかるところです。そういう作業

が重要なのはバイオマス地域熱供給

も同じです。

井筒　そうですね。

三浦　ちなみに、バイオマス発電は

そういう作業がいらなくて、送電網

につないでしまえばいいだけです。

井筒　手間の量が違いますよね。

三浦　熱の場合はバイオマスに限ら

ず、技術的な努力以外にも、コミュ

ニティ力や合意形成力みたいな部分

で、エネルギーの効率を上げていく

こともできます。そこも魅力です。

　ただ、バイオマス発電は固定価格

買取制度（FIT）があるので、どん

どん普及が進むのですけれど、熱に

ついてはあまり国の支援策がないか

らそれほど進んでいっていません。

薪を使おうとしても、石油価格と比

較されてしまう状況です。

井筒　今はとにかく石油の価格が安

過ぎます。そういう状況だと、民間

には全く広がっていかないし、公共

施設以外への普及は難しいですね。

三浦　そういう意味では、熱版 FIT

みたいなものが必要かもしれません。

また、地方の活性化という効果も評

価いただいて、他の方法も含めて検

討されていくといいなと思います。

バイオマス熱供給の担い手
井筒　僕はバイオマスエネルギーを

使うことは手段だと思っていて、や

はりそれを使って何を成し遂げるか

という目的が大事だと思っています。

　僕がバイオマスをやる目的は 4 つ

ありまして、一つ目は施設側の燃料

代が下がることです。二つ目に地域

からお金を流出させないこと。三つ

目に、C 材を少し高めに買うなど、

林業を支えるということ。四つ目に、

気候変動対策に貢献することです。

このため、日本の各地でやられてい

る大規模なバイオマス発電とは、全

然目的が違うと考えています。

　バイオマス資源というのは、地域

ごとに供給量がだいたい決まってい

ます。熱利用なら、村内の一定のエ

リアの需要を賄う程度の年間数百ト

ンくらいの木質バイオマスでできま

すが、発電事業となると MW クラ

スの規模でないと採算が合わず、年

間数千トン〜数十万トンもの木質バ

イオマスが必要になるので、不足す

る資源を輸入するといった話も出て

きます。バイオマス発電は、地域の

適正な規模でやるというのが難しい

んです。

三浦　地域が事業主体になる場合は、

地域の資源の範囲の中でやろうとす

るわけですが、地域とは関係がない

商社などの場合は、どこから燃料を

集めてきてもよくて、とにかく利益

が出せればいいとなる。

　それは企業としては当然のことか

もしれませんけれども、木質バイオ

マスをやるということはそうじゃな

いと思いますね。地域には森林所有

者もいますし、長年管理をしてきた

人たちもいます。そういう人たちと

の合意形成も含めて、地域で森林資

源をどう使っていくかをきちんと考

えなければいけないですね。

井筒　バイオマスのプロジェクトは、

やはり林業側も使う側もきちんと見

て、トータルで判断できる人が必要

です。そこをトータルコーディネー

ションできる人、ディレクションで
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きる人が少ないんですよ。

三浦　そういう意味では行政の人と

いう話になると思いますが、バイオ

マスは地方の人口の少ないエリアで

のテーマです。そういうところの役

場は職員も少なくて、それにかかり

きりになることはできないですよね。

　そのため、やはり地方でそういう

ことを担える民間の人たちが必要で

す。

井筒　結局、土着の人たちが担わな

いとダメなのではないでしょうか。

地方では、JA とかガソリンスタン

ドが活躍してきたじゃないですか。

そういう地元の企業などが、山の人

たちと使う人たちの両方を見ながら、

バイオマス燃料を扱うというスタイ

ルが今後重要になってきます。

　ただ、僕らも、現状の 2 カ所の熱

供給で年間 400 トンぐらいの薪を扱

っていますが、売上げが 700 万円ぐ

らいで、原料の仕入れはその約 4 割

です。2 月にはもう 1 カ所増えて

700 トンくらいになると思いますが、

そういう事業規模を考えると、副業

のような感じがいいのかなと思いま

す。

三浦　木質バイオマスは石油の代替

となることが多いので、確かに、石

油を販売している人たちがバイオマ

ス燃料も扱うようになるというのは

よさそうですね。

井筒　鳥取県の智頭石油もバイオマ

スに進出しました。だんだん石油が

売れなくなってくるし、社長が山を

持っているので、間伐材を使ったバ

イオマス燃料の事業も始めた。そう

いう事例も出てきているので、ガソ

リンスタンドで扱うのはいいですよ

ね。

ソフト面のインフラが必要
三浦　地方の活性化に寄与するとい

うことでは、基本的に自然エネルギ

ー全てにそういう要素があると思う

のですけども、特に木質バイオマス

の場合は一手間かかるので、意義が

大きくなります。太陽光発電はパネ

ルを置いてしまえばそれでおしまい

で、土地を貸している地主くらいに

しかお金が落ちません。

　先ほど、井筒さんのところもエネ

ルギー事業の利益はそんなに大きく

ないというお話がありましたけれど、

原料代の部分は、実は地域に落ちて

いくお金なので、トータルとしては

全部のお金が地域に落ちています。

井筒　それが地域にとって大きなこ

とですよね。

三浦　小水力発電などでは、地域の

おじいさんが水路の枯れ葉を掃除す

るような仕事がつくれたりしますが、

風力発電や太陽光発電ではまずでき

ないことです。

井筒　先日、薪のくべ手が足りなく

なるので、西粟倉の村役場に相談に

行きました。薪の投入は、3 時間に

1 回ぐらいの割合でやっていけばい

いのですが、その仕事のためだけに

一人雇うというのはなかなか厳しい

という話をしたら、村役場の人が「小

水力発電に使っている水路の掃除を

週 6 回やってくれている人がいて、

その人が空いてる」と。その人に薪
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の投入をしてもらえば、給料も多少

上乗せできる。そう考えると、木質

バイオマスだけではなくて、小水力

発電や、太陽光発電等のメンテナン

スなどとの組合せができれば、雇用

した人の収入が増えるという形で、

地域にお金を回すことが可能になる

かもしれません。

三浦　熱は木質バイオマスでやると

しても、他の発電事業などとも組み

合わせると、さらにいい形になるか

もしれないわけですね。

井筒　こうした地域の分散型エネル

ギーシステムのまわりには、小さな

仕事がいっぱいありますからね。

三浦　ちなみに村楽エナジーとして

は、何か次の計画はあるんですか。

井筒　次は瀬戸内海の豊島という島

で新しい事業をしようと思っていま

す。島のゲストハウスみたいな宿泊

施設をやろうとしていて、そこに薪

ボイラーを置くつもりです。

　他の地方でも、廃校などの空いて

いる不動産資産がたくさんあるので、

それを活用することと、その地方の

森林も全然使われていないことが多

いので、その 2 つの課題をセットで

解決していく。そういうことに手を

広げていこうと考えています。

　こういう課題はどこでも一緒なん

です。特にソフトの部分です。もの

をつくって売るというよりは、運営

をするという部分に、僕は可能性を

感じています。その地方ならではの

特徴を出して運営をしていけば、あ

る程度の事業として成立すると思っ

ています。豊島だったら、オリーブ

やレモン園、漁業とかも一緒にやる。

その地域に合った形でやったらいい

んじゃないかと考えています。

三浦　なるほど。

井筒　エネルギーに関しても地方の

活性化のきっかけの一つになるはず

ですが、インフラがもう全然ダメに

なってきています。21 世紀に期待

されているインフラは、ソフトのイ

ンフラです。観光面で言えば、観光

協会などがうまく機能していなくて、

ディレクションが全くできていない。

地方の活性化は、トータルコーディ

ネートがないと難しいです。エネル

ギーについてもディレクションが入

っているところはほとんどないので、

そういう部分にもクリエイティブな

人材が入っていく必要があります。

三浦　バイオマス地域熱供給につい

ては、ヨーロッパに小さな例がたく

さんあります。日本では、今までそ

ういうものが話題にも上がらなかっ

たのに、最近は、バイオマスをやっ

ている人の中でも「地域熱供給もあ

りだよね」と言われるようになって

きた。総務省もそういうものを推奨

するようになってきたので、新しい

エネルギーの形を少しずつイメージ

できるようになってきたのかなとい

う感じはしています。

　あとはそういう志を持つ人が、

色々なコミュニティで出てきた時に、

井筒さんのような方とマッチングで

きる仕組みがあるとよいですね。

　井筒さんが持つ技術を、色々なと

ころで展開していただけたらと思い

ます。


